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第２５回北海道国際理解教育研究大会釧路大会
大 会 主 題

地球を見つめ、自分を見つめ、未来を切り拓く児童・生徒の育成

～ ～子どもと地球、そして未来とをつなぐ学習の創造

１０月１４日（木 ・１５日（金）に釧路市において、第２５回北海道国際理解教育研究大会・釧）

路大会が行われた。

１日目は、釧路市生涯学習センター「まなぼっと」において開会式並びに全体会そして、講演会が

行われた。講演会では 「国境なき医師団」や「ピースボート」等のＮＰＯ活動を行っている釧路市、

の医師荒井義章氏が『旅で見たこと、考えたこと』～外に出て、目からウロコのこともある～という

演題で、ご自身がインドやアフリカを旅したことや医療活動に携わって、見たことや感じたことなど

を率直に語ってくださった。

、 、 、 ， 、 ，２日目は 釧路市立柏木小学校と 釧路市立春採中学校を会場に 幼稚園１ 小学校５ 中学校４

高等学校１，そして今大会の４つの特色の一つでもある市民講座が公開された。

今大会は （１）地域・家庭・学校が一緒に考える研究会 （２）幼稚園・小学校の英語活動や総、 、

合的な学習の授業公開 （３）中学校の道徳・英語・社会や高等学校の社会科の授業公開 （４）市、 、

民講座の公開、以上の４つの特色を掲げて先生方だけでなく、多くの市民の方々が参加できる国際理

解教育研究大会をめざした。２日間で全道から約３５０名の先生方、そして講演会や市民講座に約２

００名の学生や市民が参加しての実り多い研究大会とった。

大会１日目の午前中には、北海道国際理解教育研究協議会の理事会総会と各地区の研究担当者が集

まっての研究担当者会議が行われた。理事会総会には、全国海外子女教育・国際理解教育研究協議会

より、副会長の滝多賀雄様と事務局長の生野康一様が出席され、ご挨拶の中で、北海道ブロック大会

が授業研究をその中心に据えてたくさんの授業を毎年公開し、すばらしい大会であるという評価が全

国にも聞こえているというお話をいただいた。また、全国に約１１０００名の帰国教員が学校現場で

活躍しているが、国際理解教育の推進役として十分にその力を発揮できない現状があり、文部科学省

や全海研もそこをどうにか変えていきたいと思っているという課題も聞くことができた。

、 、次ページからは 大会に参加できなかった会員の方々にも大会の様子が分かるようにということで

授業別分科会と課題別分科会の話し合いの様子をお知らせしたいと思い紙面を作りました。原稿は、

それぞれ分科会の記録を担当された先生方や運営を担当された先生方に執筆して頂きました。執筆し

て頂いた先生方には心より感謝申し上げます。

第２６回全道大会 石狩大会
期 日 平成１７年１１月１１日（金 ・１２日（土））

主会場 江別エポアホール・江別市立大麻中学校

大会日程 １日目 小・中学校授業公開、開会式、授業別分科会

２日目 課題別分科会、講演会
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（幼稚園）授業別分科会Ａ分科会
助言者 小林晶子 司会者 梅内尚子

川端香代子 記録者 本澤 敦

授業者 工藤順子 運営者 鬼頭浩一

『幼児教育における英語活動を入れる意義と課題』討議の柱

授業者から
内容については普段からやっているリズム遊び的なことで、目

新しいことはない。オオカミさん今何時？は英語と日本語で遊べるものである。何度もやっていて、

あまり子ども達も盛り上がらなかったが、英語講師は普段から遊びの中で色々な言葉を教えてくれて

おり、今日も英語講師の言葉はよく聞いていた。

「 、 」 、 、 。オオカミさん 今何時？ 等のかけ声が 日本語の時も 英語の時もあまり声が出ていなかった

助け鬼の形式なのだが、子ども達は自分が逃げることに精一杯で、なかなか助けに行くことができな

かった 「楽しかった、またやりたい」という声が引き出せたら良かった。。

研究討議
◎幼稚園における英語活動の目標は何か

今日の活動は数字やＳｉｍｏｎ ｓａｙｓ等の言葉や遊びに親しんで理解するの他外国人としての

英語講師と触れあうことを一番大切にしている。言葉よりも触れ合うことを目的とした英語活動であ

る。

◎幼稚園や小学校での英語活動の実態交流

各小学校の実態

・１年生から６年生まで年間３０時間ほど総合的な学習で英語活動を取り入れている。ＡＬＴと

担任の両方が取り組んでいる。

・１年から６年まで総合的な学習や生活科で取り組んでいる。ＡＬＴや、学校支援ボランティア

の人が来たときに活動している

、 。・３年生の総合的な学習が英語活動を中心とした取り組みとして 年間活動計画が組まれている

ＡＬＴや担任が協力しながら取り組んでいる

各幼稚園の実態

・英語的な活動は取り組んでいない。しかし、カナダ人の子が３名ほど在籍していて、普段の生

活で英単語を交えたりしながら会話をしており、困ったりせずに、気持ちを伝えあっている。

・３年前から年１０回、年長のみ取り扱っている。目的は英語教育ではなく、外国の人に慣れる

ことなので、講師の外見にもこだわって人選した。生活に関わるような、触れ合いを大切にし

ている。来年からは地域の英語教室と契約を結び、全園児を対象にした活動に広がる予定であ

る。英語活動に取り組むと、補助金がもらえる。

・１１年前から外国人講師を呼んで活動に取り組んでいる。しかし、経済的に講師を呼ぶのが難

しい。最初の目的は触れ合いを目的にして、自由遊びの中に入ってもらっていたが、関われる

子が限られてしまうので、今は、自由遊びと英語活動を半分ずつにして、３年間同じ事を繰り

返している。

・１０年位前からコミュニケーションを主な目的として、日常会話、人形遊び、単語、絵本の読

み聞かせをやっている。最近年長さんがもっと知りたい、やりたいと言っているのを受けて、

去年から、年長さんだけの活動も取り組んでいる。どの子も英語の日は大好きで、挨拶程度な

ら、日常的にでている。

◎異年齢での活動について

３歳から５歳の集団だと、３歳の子は大きい子の様子を見ながら活動することができるので、異年

齢の子と混ぜて行うのが理想である。しかしながら、英語活動など、外部の講師が必要なものは園児

の数が多すぎるため、予算の関係上、年長さんだけになってしまう。また、月２回程度しか活動を入
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れられず、なかなか触れあう機会が少なく目的が達せられない。しかし、子供は外国人に親しみを持

って接している

◎英語活動の意義について

コミュニケーション能力の育成が必要で、英語で話せることが大切だと思う。

生活の中で覚えていくのが良いと思う。英語活動から、英語の学習という流れの中で、幼稚園での

英語活動は意義があるのではないか。

英語を教えたいという気持ちはあまりなく、異文化理解を重点に置いている。

講評
小林先生

３～５歳児が混ざり合って活動していることで、集団遊びがしっかりできていると感じた。飽きな

いうちに次の活動へと切り替わり、また、スムーズにかわるのが見事だった。汗をかきながら友達と

会話をしたり、外国の人と触れあうのが幼児期には大切である。

指導の時の注意点として、高水準を求めると、あそびが停滞する。簡単な英語のあそびの時や日本

語の時は大変盛り上がっていたので、子供の発達段階に応じた英語活動が大事である。

教師の関わりについては、優しく、ふんわりした笑顔で接していることが、子供を飽きさせない原

因だし、教師が教科書だということである。人柄は子供に伝わるものである。

幼児期は誰にでも心を開いたり、触れあっていきたい時期だと思う。地域の外国人や観光客との関

わり、幼稚園での取り組みを通して、世界には色々な人が住んでいること色々な文化があることを伝

えながら、学ぶ意欲を育んでいきたい。こうした子が成長すると、人と触れあうのが大好きという人

間になるのではないだろうか。

川端先生

どの子も英語活動を楽しくやっていた。英語講師が英語を話すときに、必ず、ジェスチャーをつけ

ていた。英語がよくわからない子でもこれにより理解することができ、楽しめていた。それと、英語

を無理にやり直させたり、繰り返させることなく、自然な流れの中で繰り返していたことで無理なく

英語に関われていた。外国の人は表情が豊かで、身振りが大きく、こうした人と触れあえることが英

語の講師の良いところである。また、普段の幼稚園での取り組みと英語活動がよくかみ合っていた。

幼稚園の子には英語講師と楽しく遊べた、英語が楽しくできたという思いをたくさん味あわせるの

が一番大事で、それで十分である。そうした経験を持った子を小学校にあげてくれればよい。英語は

忘れてしまっても構わないので普段から無理のない英語活動に取り組んでくれればよい。

幼児教育の英語活動の意義について、日常的な言葉等、生活に関わることで活動するのが大切であ

。 、 、 。る 英語教育ではなく 外国人と触れあう事 コミュニケーション能力の育成というのが意義になる

課題は、小学校との接続、お金の問題、講師探しの難しさが課題になるといえる。幼稚園では英語活

動を英語教育として押さえるのではなく、コミュニケーション能力、自分の周りの世界にある色々な

人や物についての理解（異文化理解）の基礎と押さえ教育している。これらのことは小学校教育の基

盤ともなる。

今、多くの学校で英語活動を実施していて、様々な課題が出

、 。てきているが 幼稚園での英語活動の課題とも重なるといえる

小学校での英語活動の課題は教師があれもこれもと内容を増や

し、英語が好きな子と、嫌いな子に分かれ、英語嫌いを早めて

いることである。英語活動を行う上での留意事項は 「とにか、

く楽しませること 「中学校英語の前倒しにならないこと」で」

ある。小学校と幼稚園の連携については英語活動での実態交流

などを出発点として、お互いの交流を深めるのがよいのではな

いか。幼稚園の指導案なのに、評価基準とあるが、幼稚園とい

う特質を考えたとき子供を看取るときのものというよりは、指導の改善や環境の改善のポイントと押

さえた方がよい。これは評価と支援の一体化という点で小学校の先生も参考にすると良い。

「 」「 」 、幼稚園や小学校の英語活動では 英語はおもしろいもの 楽しい体験 であることを大切にして

満足感を味わわせて、上の学校に子供を行かせてほしい。
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（小学校低学年）授業別分科会Ｂ分科会
助言者 石澤 昭博 司会者 福岡真理子

横山 裕充 授業協力者 櫻田 弘道

授業者 中田 絵里奈 記録者 平栗 志保

運営者 秦 直人

＜討議の柱＞

１ 「世界」を切りロとした教材の工夫．

２．低学年の子ども達に「自分 「地域」とのつながりを感じさせる授業の工夫」

＜授業者反省＞

単元について、自分たちの身近にある附小の森をとりあげた。そこにある遊具や自然から、外国で

作られたものを自分たちでも作れるのではないか・・・ というところから、創作活動につなげてい

こうと考えた。そこで､自らがお土産として集めたものを子ども達に見せ、触らせて関心を高めようと

した。材料については「計画を立ててから集める」のか 「集めてから作る」のかはどちらでもよいと、

思う。ただし、組み立ての際に使用したホットポンドなど、道具の使い方に苦労した。生活科の時間

外でも自主的に創作する姿が見られたため、子ども達にとっては最終的には満足できたのではないか

と思う。

本時においては、発表の時間が不十分であり、友達の作品を見たり考えたりする時間ももっと大切

にしたかった。再度自分たちの作品と外国の作品との違いや類似点に気づかせ、スケールの大きさ等

を感じさせたい。

＜授業反省・授業協力者から＞

身近にあるものからどのようにして国際理解につなげていくのかという点では、無理なくつながっ

ていたように思う 「いつでも・どこでも・むりなく」の点から考えると、身近な自然が世界につなが。

るのではないだろうか。今回の授業のポイントは、①身近な自然から世界への必然性。 ②いかにし

て異文化と出会うか。 ③国際理解と生活科をいかに結びつけるか。これら三つであると考える。

＜研究協議～質疑・応答・意見交流＞

柱１について

授業者：自分の身の周り（附小の森）にもあるもので遊びながら、同じ材料を使って作られた作品を

みて驚いたり 「こんなものもつくってみたい」というつぶやきがあったため、材料によっては大変集、

中していた。

○授業として教育課程に組み込むだけでなく、コミュニケーションをもてるような場を設け、少しず

つであっても交流を継続させていくことが大切なのではないか。また、外国に直結させることに比重

がいきがちであるが、日本にもある季節や行事から結ぶことも十分可能である。ただし、児童の実態

に応じて無理に外に目を向けさせるのではなく、まずは隣の席の人とのコミュニケーションをしっか

り考えさせなければならない。普段の生活の中でいかに外国へのイメージを広げさせていくかも大切

である。どの教科においても国際理解へとむかうための切り口があるはずであるため、まずはその見

本となるものがあればよいのではないか。

柱２について

○該当学年にとって、外国のものをダイレクトに与えることが良

、 、 、いことなのか また 育てたい力が合っているか等をよく吟味し

色々なものを与えすぎることなく、子ども達にとって違和感のな

いものを連続させることが重要である。そのためには、しっかり

とした計画が必要である。たとえ現時点ではどこの国かどこにあ

るのかがわからなかったとしても、その計画の上で行われている

授業であるならば必ずつながる時がくるはずである。
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（小学校高学年）授業別分科会Ｃ分科会
助言者名 藤原 節男 司会者名 鈴木 恵美

小澤 一記 授業協力者名 飯田 輝雄

授業者名 中原 英雄 記録者 小出 裕之

運営者 佐久間 研

《討議の柱》
１ 「自分 「地域」とのつながりを感じさせ、自分の生活にいか」

せる教材の工夫

２ 友達と関わりながら、一人一人が主体的に学習に取り組むことができる学習形態や単元構成の工夫

《授業者の反省》
ガチャガチャのクラスだが、そのパワーを無くすことなくまとめていこうと考えた。・

世界に目を向けるにはオリンピックを扱うのがいいと考えたが、７月の時点では子供たちはオリンピッ・

クについてあまりよく知らなかった。夏休みの前に、オリンピックに関するクイズなどを行ったことで

興味がわき、アテネ大会を楽しみにしていたようであった。

授業では、やりたいと思っていたことはすべてできたと考えている。・

《授業協力者から》
授業についてのいろいろなアイディアの中で、サラエボというのが一つのポイントで、このことで授業・

が奥深い内容になった。

釧路開催というシミュレーションは、子供たちが地域から世界を見通すという意味からも素晴らしい学・

習になった。

授業でのオリンピックの扱いも、計画の最初のうちは 「参加することに意義がある」ということに重点・ 、

を置いていたが、教材研究を進める中でだんだんと変更していった。

そのことが、今日の授業で、前半部分は活動的で感動があり、後半はしっとりとした落ち着いた授業に・

なっていた。

《研究協議 質疑・応答・意見交流》
〈主な感想・意見〉

大変感動した授業だった。歌が大変効果的だった。・

オリンピックを切り口とし、平和、環境などいろいろ発展性のある内容の多い授業だったが無理なく扱・

ってうまくまとめていた。参考になった。とても良い授業でした。

総合の学習では地域を知る授業があるが、歴史を調べる学習になりがちなので、大変参考になった。・

子供たちの活動が自分の言葉で行われているというのが良かった。・

釧路は、地元の選手とつながるなど、オリンピックが身近な街だと感じた。・

〈主な質疑内容 （◎質問 ○答え）〉

子供たちは大変良く調べていたが、２時間でどのように調べたのか。気をつけたことはあるか。◎

昨年 （総合 食品という中で）国際レストランを作ろうという授業を行った。このときにそれぞ○ 、

れの発表を審査して上位３つのみが出店できるという活動にした。このことで、発表の工夫やアピ

ールをすることがうまくなっていた。それでぜひそのような方法を使いたかった。インターネット

を中心に、新聞などを使いうまく調べていた。

事前に教師側で、いいと思われるホームページや、資料をいくつか調べておいて、困っているとこ

ろに知らせるなどした。

国、グループはどう決めたのか。◎

子供たちとの話し合いの中で 「いろいろな立場の国がいい」ということで選んだ国を、班ごとに○ 、

選んでいった。

生活班で行った意図は 『博士になろう』では、興味関心によって分かれたが、時間がなかったこ○ 、
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とや、調べる国が決まっていたこともあり、いつもと違う仲間で協力させたいという思いもあった。

人材バンクなどがあるのか。北澤さんとの連携が大変良く、授業が教師の意図通りうまく流れてい◎

たようだったが、どのような打ち合わせをしてきたのか。

学校にはそれほどきちんとしたものはないが、市にはリストがある。○

北澤さんが饒舌ではないところが良かったのだと思う 「詳しく話すよりも、あの歌の歌詞に要約○ 。

されている 」というお話で、打ち合わせは２回。教師の意図したことをその通りにやっていただ。

けた。

『温かく迎える心』という言葉がポイントだと思ったが、今後どのように生かしていくのか。◎

○この授業では 『温かく迎える心』という言葉で終わることができればよしと考えていた。、

教材の工夫について◎

○教材研究をしていくと、いろいろなことがわかってくるし、資料も授業で扱った量の十倍もの量に

なってくる。全て扱って教えたくなるが、いかに切るかが大変だった。せっかく集めた資料を捨て

る勇気が必要だった。その中でどうしてもというのが墓の写真であり、北澤さんの話から出た歌

『栄光の架橋』でした。この歌は、朝などに教室で何気なくかけたりしていた。

よその学校でいつもと違う状態で行っているとは思えないほど、子供たちが緊張せずに生き生きと◎

していた。日頃の積み重ねと思うが、気をつけていることは。

○その点が大変心配だったので、緊張しないようにいろいろと配慮した。

音楽を流したり、あちこち見てくるようにいかせたり、５分前からはクイズをして発表することで・

声を出させ、体を動かす場面や集中する場面を作って前半に子供たちの良さが出るように工夫した。

元々大変元気な子供たちで、普通に仲間はずれやいじめもあった。しかし、このパワーがこの子た○

ちの良さだと思って、普段もっとガチャガチャしているがそれを押さえないようにした。一人一人

を認めること。励ますこと。を心がけた。１／３がよく発表

し、１／３は時々、残りの１／３は全く発表しない。という

感じだったが、発表しない子に発表の機会を増やしていくこ

とも心がけた。

この後の授業の展開として、子供たちにどんなことを期待す◎

るか。

○自分たちの町づくりの発想としていいのではないか。不完全

でも夢が描ければいいかなと考えている。

《助言者より》
＊皆さんと同様に、感動した。

・子供の思いや願いを大切にする先生だということ、それを生かす手段や作戦をたくさん持っている先生だ

ということがよくわかる。

・感動の場面は大きく２カ所だったと思う。１つは北澤選手の登場場面、大変工夫されていて感動が増した

と思う。もう一つは『温かい心 『多くの人の支え』という言葉が出たところ。ここで多くを語らずサラ』

ッと流していたが、それが良かった。

・発表の場面で、子供たちが発表するときに提案のときに理由を述べている、これが大事で、調べ学習の深

さ、考えが出ている。

・討論させたらどうだっただろうか。この後のオーディションの中で、深まっていくのだろう。

・オリンピックという教材について、オリンピックの知識を与えたい。また、オリンピックの知的環境を整

えたい。そうすることにより、オリンピックを教材として、国際理解や平和などの問題が凝縮されている

オリンピックを題材化することで、国際理解につながる目を開かせることになる。

＊見所の多い感動と夢のある未来へとつながる授業だった。

身近な人物などを活用することで、世界的なものが自分たちの周りにあるということを実感したのでは・

ないか。

足下からの実践といえる。将来を展望し、自己の生き方を見つめさせる展開だった。自己理解、他者理・

解にもつながる。

単元全体を通して、どんな力や心が育ってほしいかをさらに明確化していくこと大切だと思う。それが・

指導目標になっていく。一人一人をみとるためには具体化していくことが大事。
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（小学校英語活動）授業別分科会Ｄ分科会

授業者 長谷川郁夫 司会者 梅本宏之

授業協力者 小野博史

助言者 大倉光昭 記録者 中田一誠

横山佳彦 運営者 吉川修

Ⅰ．授業の様子

・単元名｢えいごであそぼう｣

・児 童 釧路市立日進小学校 ２年１組 １８名

本授業は、英語を使ったゲームやジェスチャーを通してやさしい英語に慣れ親しむ授業で初めの挨

拶で子ども達自身が自分の気分を英語でＡＬＴと話したり、英語に抵抗なくどんどん話す子ども達の

。 、 、活動が見られました また ＡＬＴと長谷川先生のコンビネーションのよさでテンポ良く授業が進み

子ども達がゲームやジェスチャーで大変盛り上がり、生き生き活動する姿が大変良かったです。授業

の課題となる 、 のところでは子ども達が日本とカナダのジェスチャーの違いに疑問

を持ち、何が違うのか真剣に考え答えたり、わからない子どもに教えあったりする様々な交流がみら

れました。

Ⅱ．授業別分科会

１、討議の柱

①小学校段階における「英語に慣れ親しむことを目的とした英語活動」の在り方

②英語活動を通じて異文化理解を進める手だての在り方

２、授業者反省

長谷川先生

・１，２年生は簡単なゲームややりとりの活動で、笑語は難しくないことを意識させるように授

業を構成している。

・英語に触れる中で習慣（本授業ではジェスチャー）の違いや共通点について理解してもらいた

い。

ＡＬＴ

・簡単なゲームなどを通して､子ども達は外でも簡単な英語が使えるようになってきた。

英語を使うことに自信を持ってきている。

３、授業協力者から

・英語を教わったことを発展して使ったり楽しんでいる授業で、英語から他の異文化に広がって

いく可能性のある授業であった。

・授業で身につけたものが日常化していく子ども達のあり方が良い。

４、研究協議～質疑応答
○打ち合わせについて（ＡＬＴ）

・打ち合わせの時間はほとんどなくメールでのやりとりや、年間の計画をたてて打ち合わせの時

間を少なくしている。

○ヒアリングについて

・担任とＡＬＴのやりとりが大変良かったが、せっかく来ていただいたＡＬＴの話す時間をもっ
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と増やすこと、子どもの聞く時間を増やすことが大切。

・ＡＬＴが話すと子どもが繰り返すこと、そして長谷川先生のパワーが良かった。日本の先生達

ももっと英語を話せるようになって欲しい。ただ、もっと子ども達にはロを見せたりして発音

の練習をさせた方がよかった。

○カリキュラム作りについて

・英語が苦手でＡＬＴにお任せという先生もたくさんいる。打ち合わせとカリキュラム作りが大

事。

・ＡＬＴ側でもホームページに使いやすいゲームや学年に応じたスケジュールを紹介している。

○各校の取り組み（英語活動）

・リズムに合わせて話したりする活動をして慣れ親しませている。

・空いている時間に来てもらって、体育を一緒にしたり、給食や遠足に来てもらって子ども達と

慣れ親しんでいる。

・札幌ではＡＬＴが年間３日ほどしか来ないのでＡＬＴがいないときにどうするかが問題でＡＬ

Ｔありきの英語活動ではだめだと思う。

・自分たちが英語を話せた達成感が大切と思えられるような授業作りをしたい。

６、＜助言＞～大倉校長先生
・かぎられたＡＬＴの時間で何をどうするか年間のカリキュラムを作ることが大切で、学校の環

境、先生達の意識、いつでもどこでもだれでも日本人が授業することが大切で、ＡＬＴをそこ

でどう使うかが大切である。本授業でも環境、先生の意識、子どもの笑顔と先生とＡＬＴの関

係や子ども達が自分の意思を伝える場面があって良かった。

・小学校の英語教育は、多くの保護者が必要と思っている。反対の意見もあることを考えていか

なけれぱならないが、世界の公用語の英語を学ぶことは自然である。文科省が英語活動を重視

した、指導力を向上させる事業を行っていく動きがある。ねらいを常に持って活動していくこ

とが大切。

＜助言＞～横山指導主事
・先生の表情、身振り手振りが子どもの意欲を育てていた。

・学級経営ができているので、子ども達が間違ってもどんどん答えていて良かった。

・コミュニケーションの場面があり自分のことばで思いを伝えているのが良かった｡

・反省として、このクラスの子ども達ならもっとできると思う。例えば、わからない英語をどん

どん与えて子どもに考えさせたり予想させる活動もあった方が良かった。
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（柏木小学校）授業別分科会Ｅ分科会
＜授業者反省＞

助言者 脇田 博昭・本川 敬一 司会者 小野 三枝子

授業者 ３年 川崎 民子 記録者 川上 仁

５年 塚田 裕子 運営者 平 秀明

〈討議の柱〉

１ 身近な地域から世界へ広げることのできる地域素材の教材化と．

単元構成の工夫

２．身近な交流を生かしたコミュニケーション能力の育成と工夫

３．校内研修として取り組む国際理解の授業の在り方

〈授業者反省〉

○３年 川崎教諭

・数年前から春採湖をフィールドとして、各教科や総合的な学習の時間で学習してきている。

・外国からの来客者が比較的多いなど 立地条件にも恵まれており 春採湖について学習してきた、 、

ことを、国際理解と結びつけることを考えた。

・春から植物等の観察活動を行ってきているが ３年生という発達段階を考慮し 集中力や意欲が、 、

低下しないように 市立博物館の学芸員や 地域の歴史に詳しい方の協力を得たり 校舎外での、 、 、

活動をタイミング良く取り入れるなどの工夫をした。

・外国人とはカードを渡したり、身振りで交流する機会を設けてきた。また、一部の子ではあるが、

「世界子どもサミット」に参加して交流を深めた子もいた。

・本時は 本校で言う 広め合い交流 にあたる 子どもたち同士で 春採湖について知っている、 「 」 。 、

ことの情報交換をする場であった。そこから 「いろいろなことがわかったぞ！」→「もっと、、

他の人にも自慢したいな → 地域や 出会った外国の人にも伝えたいな と発信の対象を広。」 「 、 。」

げていくことを期待した。

・本時では、子どもたちは対象に伝えたいと言う意欲をもって工夫して学習できたと思う。

・子どもの思いが強くて、前半部分に時間がかかって、活動時間が減ってしまった。

・今後、それぞれの子どもたちの中に生じた思いを具現化させられるように支援していきたい。

○５年 塚田教諭

・子どもが世界へ目を向けていくように 「春採湖→日本の他の湖→世界の湖」という流れで授業、

を構築した。

・発表なども含め内容が盛りだくさんで後半が薄かった。

・世界の湖に目をどのように向けさせるかが難しかった 琵琶湖について調べたグループの発表か。

ら、友達が見つけた外国の湖ということで世界に目を向けさせようと思ったのだが・・・。

・パワーポイントを活用した点には子どもたちも満足しているようだ。

・教師が話しすぎた。

〈研究協議～質疑・応答・意見交流〉

・ＪＩＣＡとの交流の内容について

昨年にテレビ会議を行ったが その時の現地の担当の方が今年来校した 名前を聞いたり 春採→ 、 。 、

湖のことを伝えたことで随分と褒めて頂き子どもたちにとって良い経験となった。

・パワーポイントで発表した内容はお互いに事前に知っていたのか？
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知っていた。→

。・発表会では情報を送信するだけではなく、どう受信したのかも大切。つまり送受信が大切だと思う

・受け手がどう感じるかについての研修ビジョンはありますか？

柏木小では 広め合い交流 深め合い交流 の２つの交流を取り入れて学習している 前者は→ 、「 」「 」 。

情報の交換の場であり 後者はディベート的な要素を含み 話し合って深めていく場である 後、 、 。

者であれば友達の意見を受けて 思考したり自分の意見を返すという送受信の場面があると考え、

ている。

・日常から、多様な交流を目指し、学校支援ボランティアや、地域の人、来客者などとの交流の場、

交流のチャンスを作るようにしている。

・発達段階に応じて交流場面を工夫している（広め合い交流・深め合い交流など 。）

・学校全体として、春採湖をフィールドとして学習しているのは良いと思う。

・コミュニケーション能力の育成の観点で言えば ３年と５年の授業を見ただけでは全学年を通しての、

指導の系統性が見られなくて残念だった。

・午後からの課題別分科会で説明できると思う。

・まず オープンスペースと授業を考えたとき 先生の声が隣の教室に聞こえないようにする必要があ、 、

る そう考えると その場に合った声の大きさで子どもたちが話し合ったり 発表し合うように日常。 、 、

から意識して指導にあたらなければならない 先生の話す声の大きさで 基準を示したり 教室の端。 、 、

と端の子同士に話させて どれくらいの声の大きさが適当かを感じさせて 教室内の最大ボリューム、 、

を決める必要がある。教師のトーンを下げて、子どものトーンを上げることも大切。

・５年生の授業についてだが 先生と個とのやりとりだけだった 子ども同士の送受信が大事だ 友達、 。 。

のつぶやきを受けて感じたこと考えたことを発信させる 一方通行ではなく 双方向 がコミュニケ。 「 」

ーション。それを取り持つのが教師の役目。

・パワーポイントの技能がすばらしかった。

・教室環境を見ても掲示物など資料が多くて良いと思う。

・子どもから春採湖→琵琶湖→中国の湖が出てきて良かった。

玉井助教授（教育大釧路校）

・春採湖→琵琶湖→中国の湖という学習の流れは 自分たちの身近にある春採湖の個別具体性を普遍、

にする活動であった。

・教科書などから得られる 科学に裏付けされた知識と 自分たちが身近なものから得た知識が合致、 、

したときに子どもたちは学習することの喜びや価値を感じることだろう そういう意味では 各教。 、

科と総合などは双方向性をもって扱われるとより良いだろう。

〈講評〉

～脇田校長～

○「討議の柱１」に関わって

・ 世界へ広げる」と言っても、視野、発信の対象、交流の対象など多様である。校内研修レベル「

では 「子どもが他の人に伝える」その延長に外国があると考えると良い。、

・日本人学校を利用して交流するというのも一つの手だてである。メリットとしては

①言葉で困らない

②日本人学校の児童生徒は 現地のことを副読本や現地理解の本で学んでいるので 十分にこ、 、

ちらが知りたいことに答えてくれる。

③日本を知らない日本人学校の児童生徒もいるので、こちらからの発信の対象になりうる。

以上のことを踏まえると、十分に交流が可能である。

・地域素材を学習に使うのであればなぜそれを使うのかを十分に考える必要がある。
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・全学年トータル的な活動計画、指導計画が必要である。

・学習活動としては 「体験できる 「広がりをもてる 「人との関わりがもてる」ものが望ましい。、 」 」

、「 」「 」・単元を構成する際には課題解決が主であるが ふり返らせているか 今後に生かしているか

をチェックする必要がある。

・学習活動を外部に発信して、協力してもらう、反応をもらうことができるとより良いだろう。

○「討議の柱２」に関わって

・コミュニケーションについては 「話し合う活動のこと」など、学校としてどのように押さえて、

いるのかが大切。

○「討議の柱３」に関わって

・校内研修では次のことを押さえたい。

①なぜ国際理解の研究をするのか共通理解を図る

②学習活動がしやすいように環境や体制を整備する。

③目指す子ども像を描く

④国際理解教育に関わる諸団体、諸機関のねらい等も参考にする。

・何を対象に活動をしても国際理解につながるが 絞って学習を計画するべきである 一つのもの、 。

を追究しても世界は広がる。素材にこだわる必要はない。

～本川指導主事～

・総合的な学習の時間では 知の総合化 を意識してほしい 各教科 領域で培われた力を生活の「 」 。 、

中で生きて働く力にすることを目指してほしい。

・学習は 子どもの思いだけを重視すると結果として子どもに振り回されてしまう 逆に 指導計、 。 、

画が強いと 子どもの主体性を失わせる そこで これらのバランスが大切だ 子どもに自分た、 。 、 。

ちが主体的に学習しているように実感させられるように 準備は水面下でしっかり行うなど 指、 、

導の仕方を考えていくことが必要だ。

①学習の成立について

・学習は知的な興味・関心がなければ継続しない。今日の授業は工夫がなされていた。

・春採湖をフィールドに６年間学習しても飽きさせない緻密な指導計画があって良い。

②評価について

・育てたい力は何か→評価規準の作成→学習→評価の流れを大切にしたい。

・本校は支援計画、評価計画があり、良い。

・評価の観点については 課題設定力 問題解決力 コミュニケーション能力 ものの見方・考え、 、 、 、

方など、指導要録等も考慮して考えても良い。

③全体計画について

・他教科、他領域との関係を明確にするためにも、学校として 「総合的な学習の時間」の全体計、

画が必要である。

④外国語教育について

・総合的な学習の時間等を利用して、学校や児童の実態に合わせて試行しておくと良い。

・文法を覚える 書けるようになるというよりも 音声を主として英語 外国語 に慣れ親しむこ、 、 （ ）

とをねらうと良い。

⑤本時に関わって

・５年生の授業は 春採湖から世界の湖へ目を向けさせる段階で 仕込み 仕掛けが弱かったよう、 、 、

に感じた。

・３年生の授業では、子どもが「葉っぱ」と記していたのを見て 「理科で『葉』って習ったね」、

と声かけをしていた。教科で学んだことを生かさせるためにも、重要な言葉かけであった。
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（中学校社会）授業別分科会Ｆ分科会
助言者 佐藤 敏昭 司会者 大森 伸

針ヶ谷一義 授業協力者 小林 直樹

授業者 佐藤 真弓 記録者 阿部 美和

運営者 伊藤 晃一

＜討議の柱＞
１，自国の立場を正しく認識する授業の在り方
２，世界的視野から物事を考察し、より良い判断力を

育成する授業の在り方

＜授業者反省＞
生徒の実態として、自分の周りの世界だけで物事を考えてしまう傾向があり、自分たちの生活が他

とのかかわりによって成り立っていることを理解できない生徒が多い。そのため、ディベートを通じ

て、積極的に情報を活用し、いかに相手に訴えかけるか、相手の意見に対しどう反駁するかを考える

ことで、広い視野で物事を考えるようになるのではないかと考え、本時にディベートを活用した。本

時では、生徒が物事を多面的に考えることを一番のポイントとして進めた。追求活動の中では、様々

な視点で考え、情報を収集できないグループには、意図的に視点を与えるなどの支援を行ってきた。

以前違うテーマでディベートを行った際、自分の最初の意見に固執してしまう生徒が多かったため、

本時では、それを防ぐ手立てとして、教師側で要点の整理を行った。授業の終末では 「自分 「日、 」

本 「世界」のそれぞれの立場にたって考えている生徒を選出し、発表させようと考えていたが、そ」

ちらに意識が向きすぎてしまったため、反対派の意見に偏った選出となってしまった。

＜授業協力者から＞
ディベートを技能としてではなく、日本と世界の結びつきを知るための一つの方法として用いてい

たので、勝敗に関係なく今後に結びつく活動となっていた。ディベート中の生徒の資料提示が、心情

に訴えるものが多かったが、社会科の中にはグラフなどを読み取る資料活用能力が求められる部分が

あるので、新聞の見出しやグラフなどを活用するとよい。また、ディベート終了後の意見は、賛成派
も反対派も「輸入食品は安全性に欠けるから」などの客観的なデータのない、イメージによる判断が

多かった。資料として客観的なデータを与えることにより、生徒の活動がより深まるだろう。

＜研究協議～質疑・応答・意見交流＞
①本時の終末で、ワークシートを活用していたが、生徒が静かにじっくりと考える時間となりよい

活動だった。

②学習とは生徒が変容することだと聞いたことがあるが、本時では生徒が大きく変化しているのが

窺えた。

。③ディベートを技能としてではなく、授業を行う一つの方法･手段として用いた点が大変よかった

④生徒との関係の良さや学級経営のよさが窺える授業だった。

⑤洗練された交渉能力というのは、これからの次代においても、国際理解においても大変必要なこ

とだと思う。そういった能力を培うのにもディベートは一つの有効な方法だろう。

⑥数時間の授業の組み立ての中で、生徒により揺さぶりをかけるため、順調に進んでいる調査活動

をあえて崩すような別の視点を与えるのもよい。そうすることで、より様々な視点で生徒たちは

考えるのではないか。

⑦効果的に相手に訴えるためにはどうしたらよいのか、生徒たちが考え、工夫する様子が窺えてよ
かった。

⑧審判をしている生徒から質問や意見を聞く場面があってもよいと感じた。

⑨賛成か反対かについて、生徒の初めの頃の意見が黒板の横に予め張ってあったが、見づらい部分

もあったので、プリントとして配布し、生徒が自分の考えの変化を見比べられるようにするとよ

いと感じた。

⑩自分と世界との結びつきについて教師の話で終わったが、最後にもう少し生徒の考えを引き出し

て締めくくってもよかったのではないか。
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⑪賛成派も反対派もディベートが終わった後に同じ方向に考えを持っていけるような深まり方がで

きるとよい。

⑫本授業を通し、自分から世界へと視点は広がりを見せていた。今後の授業で自分へと戻す場面が

あると良い。

【質問】生徒にあらかじめ調べる視点などは与えていたのか。

【答】調査活動を行う中で、生徒たちが自ら発見した部分もあるし 「では、輸出国にとってはどう、

なのか」などの投げかけをして、意図的に視点を広げさせた部分もあった。

【質問 「心を揺さぶるような教材」と指導案の中にあるが、今回どれがそれにあたるのか。】

【答】今回は「教材」というかたちではなく 「活動」となってしまった。追求活動を行う中で、自、

分たちにとって有利になる情報と不利になる情報の両方を集め、整理する中で、生徒は真剣に

考え、悩んでいた。それにより心に揺さぶりをかけられたと思う。

【質問 「賛成＝メリット 「反対＝デメリット」というようにしたのはなぜか。】 」
【答 「賛成」するのはメリット（賛成する要素）があるからであり 「反対」するのはデメリット】 、

（反対する要素）があるからだと考え、そうしたが、もう少し検討する必要もあった。

【質問】国際理解のどの視点から考え、本時でディベートを用いたのか。

【答】世界的視野、広い視野で物事を考えさせるためにディベートを活用した。ディベートを行うた

めに生徒は、相手の立場に立ち 「こういった反駁がくるのではないか」と様々な視点で物事、

を考えながら追求活動を行っていた。

【質問】市場主義 環境問題 発展途上国の様々な視点から考え、結果が出なくてもいいので、より

深まるディベートにした方がよかったのではないか。

【答】生徒たちの中では、反駁に使う材料として多くの資料と相手に質問する内容を用意していたが、

活用しきれない面があった。

【質問】調べ学習をさせるときのよい手立てや方法があれば知りたい。

【答】＜授業者より＞まず自分が事前に多くの資料に目を通し、情報を得たが、そこへ生徒を導くこ

とと、その資料を理解させるのに苦労をした。
＜授業協力者より＞学校図書をパスファインダーするとよい。パスファインダーとは、必要な

情報にたどり着くための道しるべのようなもので、インターネットで検索をかけると、そのキ

ーワードを含む場所が示されるが、それと同じようなことを本で行う作業である。多少手間は

かかるが、一度行うとしばらく活用できる。生徒が調査活動を行うときには、放置するのでは

なく、支援をしかっり行うことが大切である。

＜助言者より＞
【針ヶ谷一義指導主事】

世界と日本の結びつきを振り返るのによい単元であった。本時では出し切れていない部分もあ

ったが、追求活動でしっかりと取り組み、準備していた様子が伝わった。短時間だったため、深

まりが弱いとも感じたが、視野の広がりが見えたので今後よい方向につながっていくだろう。調

べ学習を行う場合は、教師の十分な支援と、生徒に視点を与えることにより、生徒の主体的な活

動が成り立つので、適切な支援･指導が必要である。

本時では、ワークシートに記入していたが、生徒の考えが残り、今後生徒が自分自身を振り返

られ大変よいと感じた。

【佐藤敏昭校長先生】
ディベートを行うためには 「ディベート」を教える必要があり、生徒が技術的にも心情的に、

も育っている必要があり大変難しい。本時では、質的な改善の余地はあるもののスムーズに行わ

れていると感じた。国語科的なディベートは、技能を身につけるものであり、社会科的なディベ

ートは授業の一つの手段としてのものだ。ディベートはゲーム的な要素があり、楽しめる。また、

今回のように自分の意見とは違う立場にあえて立たされることにより、広い視野で物事を考えら

れるよい機会となり良い。さらに、他者の立場に立って意見を述べることにより、クラスの中で

発言力のある生徒の意見に引きずられることなく進めることもできる。社会科の基礎基本を身に

つけるためにディベートは一つのよい方法である。基礎基本を定着させるために、授業の中に

様々な手段･方法を用い、工夫することが今後は求めれる。審判をしている生徒から質問や意見

を聞く場面は、今後発展的な活動として取り組めばよいが必ずしも必要とは限らないだろう。

以前の国際理解教育は、外国のことをそのまま教えたり、 の先生や外国の人の話を聞くAET
だけというものだったが、今はそうではない。紀要に「いつでも･どこでも･だれでも・むりな

く」とあるように多様域で少しずつ様々なかたちで行うことが大切である。
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（中学校英語）授業別分科会Ｇ分科会

助言者 室 美津雄 授業協力者 杉原 將貴

鈴木 紳一 記録者 高橋 靖昌

司会者 榊 勉 運営者 小松 重知

授業者 田中 君枝

Ryan GoldieＡＥＴ

＜討議の柱＞

１．英語を通して世界を知る授業のあり方

２．様々な国の人々と理解し会う気持ちを育てる授業のあり方

＜授業者より＞

１．本校の英語は習塾度の少人数で進めている。今日の授業は標準コースである。基本的な学力をめ

ざすコースである。

２．ユニット４に入る前にＡＥＴの先生を招いて、海外との習慣の違いについて学習した。その後５

時間目から教科書をはなれた内容を行った。ユニット４は助動詞の単元なので、それも考えて行

ってみた。

３．本時の授業のねらいとしては、色々な習慣の違いを理解して、よりよい環境作りを目指そうとし

た。子どもたちはよくがんばっていた。

＜ＡＥＴより＞

１．国際理解教育はとても重要だと思う。将来のリーダーが育ち、世界を平和にする。子どものうち

から国際理解教育をしていくとよい。違う文化や習慣を排除せずに、お互いに理解していくこと

が大切である。

＜授業協力者より＞

１．とても授業者が苦労していた。子どもがとまどっている場面も見られたが、すごく努力していた。

２．英語の授業では、たくさんの英語をつかうことが大切である。

３．ＡＥＴとのコミュ二ケーションがとても大切である。

４．子どもたちがすごくがんばっていた。

５．ＡＥＴの感じた習慣の違いは、言葉ではなくマナーなどの違いにしぼった方がよかったのではな

いか。

＜質問や意見＞

・習熟度別でやっているということであるが、いつもの様子はどんな雰囲気か

授業態度としては変わらないが、いつもは思ったことをどんどん発言している。手を上げ

ることが緊張をより高めたのかも。日常では考える場面が少ない。

・本時の目標のアンダーラインの意味は、

アンダーラインは国際理解教育の目標で、アンダーラインのないところは英語科の目標、

国際理解にかかわる目標は釧路でつくったものである。

・授業でのカードはどういう意味を持っているものか。

本時のものではなく、その前から使っていたものであり、国際理解教育としての授業の受
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け方のポイントが書かれたカードである。

＜模擬の柱に沿っての意見交換＞

・英語と国際理解とのかかわりについて、教科で教えることの両立について考えている。

・国際理解としての環境が本校ではまだととのっていない。

・数年前に国際理解教育の授業を行った。教科書と国際理解との関わりについて文化や習慣の違いを

様々な場面で入れれるようにしている。

・今日のビデオとかがすごくよかった。授業の中で様々な写真や情報を取り入れることが国際理解だ

と思う。

・多数決のやり方、話し合いのプロセスがこれからの課題ではないか。世界各国に行ったときの話し

合いの方法を学ぶことが大切。

・最後の世界の違いは各家庭の違いにつなげたことで、身近なものとして考えることができた。英語

の中でも様々な英語もあることにふれてもよいかもしれない。生徒とのコミュ二ケーションの中で

つなぎを大切にしている。

・英語と国際理解教育の融合はすごく難しい。一回の授業で少しずつ落としていく。留学経験がある

ので、その経験で学んだことを授業の中で話していく。その中で異文化理解をはかっていく。また、

英語だけではなく他教科での国際理解教育も必要。

・地球と自分をつなぐ、未来へつなぐの２点、１点目は英語の授業の中でできている。生徒をリサー

チすることが大切。今日はマナーと習慣についてしぼってみた。今後それを伸ばすことが大切。

＜助言者（釧路市教育委員会指導主事 鈴木紳一）より＞

・今回の授業で、英語、道徳の両面を見ることができた。

・少人数などで大切なことは、習熟度、等質、またはその他の方法など、弾力的に行っていくことが

大切である。

・写真などを授業に取り入れていたが、そういったことが大切である。

・国際理解教育に関わっては、小中で重要にすることは豊かな人間性の育成である。英語＝国際理解

教育ではなく、国際理解教育を意識して行っていかなくてはならない。

・習慣や文化、マナーは違いとともに同じところも意識して教えていかなくてはならない。

・教師側が意識して国際理解教育を行っていくことが大切である。発信していかなくてはならない。

＜助言者（阿寒町立仁々志別中学校 室美津雄）より＞

・国際理解教育は総合的な概念をもっている。人権、文化、環境などたくさんの分野が考えられるの

でなので１つの教科では成り立たない。

・今回の授業はよく考えられていると思った。

・見つめなおす、新たな自分を探すことが大切である。最終的には自分にたどり着く。自分を確立す

ることが大切である。

・視聴覚教材を多く使っていてとてもよかった。

・国際理解は課題解決的な学習になることも多く子どもたちに考えさせるにも課題解決学習がよい。

共通点の中で違いを見つける。違いの中に共通点を見つけることが大切であり、それが分析する手

法を身につけさせる。

・日本人は自己表現が上手ではない。それを改善するには、言葉だけではなくアイコンタクトなど、

色々と考え、積極的に話をしていかなくてはならない。

・授業に国際理解の観点は、色々と含まれている。国際理解教育とは自己を確立することにつきるの

ではないか。
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（中学校道徳）授業別分科会Ｈ分科会
助言者 藤原 久則 司会者 秋保 和久

高尾 稔 授業協力者 堀 保夫

授業者 金子 雅人 記録者 武田 敏裕

運営者 森 浩一

＜討議の柱＞
①道徳の授業において 「自分」と「世界」を結ぶもの、

をどのように教材化していくか。

②他者と関わり合い、生徒が主体的に学習に取り組むことができる学習形態について。

＜授業者反省・授業者から＞
最初、どのような授業にしていったらいいのか戸感った。資料に関しても、副読本の中から、国際

理解に関わるところで、どういう資料があるか見てきたが、ボランティア関係のものが多く、どうし

ようか迷っていた。指導案の教材の価値にも書いたが、世界と自分をどのように結びつけていったら

いいか考えた。知識や情報が少ない中で、どういうふうに授業を創ったらいいか迷った。今日の授業

は難民の子供たちに贈り物をしようということで、贈り物の提案が前時で、各班が書いている最中は

見あわないようにするということがルールで、今日の時点ですべての班の提案を模造紙で提示した。

その各班の提案で、子供たちの中から意見や質問は出ていた。資料は「小さな国際協力」というこ

とで、実は自分たちが考えている提案というものはピースパックなんだということが読んでわかるよ

うな内容で、ピースパック作りをうちのクラスで行なうとしたらということで、行なわせてみた。そ

の資料の中で筆者は「日本人でよかった」と書いているが、そこに注目したが、子供たちもそういう

考えが多かった。写真を見ることによって、考えを変わらせる授業を行なったが、その写真は子供た

ちの表情のできるだけよいものをわざと選んだ。最終的には、我々日本人の価値観と難民の子供たち

の考えとか思いをお互いに理解していかないといけない、軽はずみで贈り物をしてはいけないという

ことを気づかせたかった。少しでも難民の子供たちを知ろうという気持ちをもつことが今回の目的だ

った。

道徳的には家族、友達、先生といった周りの人たちのこともきちんと理解することは大切ではない

かと自分の思い込みや自己中心的な行動で物事を言ったり行動したりしないで、相手のことをきちん

と理解しようということにも結び付けたかったが、子供たちの感想用紙を見ても、そこまでおちた生

徒はいなかった。今日の学習で日常生活には即結びつけられなかったので、これから道徳や特活で補

完していきたい。

＜授業反省・授業協力者から＞

この授業の位置づけということで、冊子のＰ１８の視点１にあるが、今回の授業はピースパックを

教材として、子供と地球とをつなぐ教材の１つになっていた。冊子の １９に視点２においては、今P

回の活動の最後のところで問題解決の後に行動が入ってくるが、ピースパックを贈るところまでいけ

ば、行動になるが、たとえ今回はそこまでいたらなかったにしても、もう一歩で行動につながる授業
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になっていた。

釧路の研究との関わりにおいては、冊子の ３１の研究の内容と視点の中で 「フィルターとしてとP 、

おす地域あるいは自分」というところが、授業後半のピースパックの贈り物の中身をもう一度考え直

してみようという場面に具体的に現れていた。

日常の生活との結びつきが不十分だという授業者からの話があったが、この先、ピースパックのこ

とを考えた時の気持ちを子供たちが思い出せば、結びついていくのではないかと思う。道徳の授業で

は、子供たちの心の中の動きが一番大事な場面で、その時の気持ちを子供たちに忘れずにいてもらい

たい。子供の意見交流の中で 「それを見たら安心して眠れるようなものがいい」とか「友達になって、

あげたい」という発言があったが、そうした心の動きそのものが道徳の授業で大切だと思う。

＜研究協議～質疑・応答・意見交流＞
感想：難民に贈り物をしようという提案で、子供たちによる前向きな意見が出てきて、知識として考

え、問題解決をしていき、さらに行動に結びつけていくというのが見えてくる授業だった。

質問：この教材をはじめるにあたって、どのようなきっかけを子供たちに与えてこの授業をスタート

したのか。そして、最終的にはどのようなところにおとしていくのか。

回答：きっかけについては自分自身が社会科の教員なので、地理の授業で内戦の事柄などは意識して

行なってきた。実際にこの授業を行なうと決めてからは 「難民」ということを知らない生徒も、

、 、 、いたので その理解からの指導に始まり 難民からふくらむ言葉やイメージを挙げていったら

黒板が一杯になるほどだった。テレビで放映されていた「１ ０ ０人の村」の中でスーダンの

少年兵の映像、ロシアのストリートチルドレンの映像、インドでの児童労働を強いられている

子供たちのビデオを３本見させた。今回の授業のピースパックの中身の提案は、それらのビデ

オから影響された部分が大きい。

おとしどろこについては、友人や家族においても自分中心ではなく、相手のことも考えて行動

するといった点が最終的なおとしどころだが、これからいろいろな場面で、いろいろな資料を

用意して「あの時どうだった？」ということで、授業を思い出せればいいかなと考えている。

感想：非常に教材としてのテーマがすばらしい。何のために国際理解をするのかといった時に、やは

り今回の授業のように平和といったことに帰結すると思う。今回の授業にしっかりと取り組ん

だ数名の女子はひょっとすると将来、国連の―員になれるかもしれないと思った。そして、で

きればこの授業を発展して実際の行動をおこしてみた時、さらに思考が深まって次につながる

のではないかと思った。非常に興味深いテーマで、指導計画の２時間だけではもったいない。

意見：価値観のぶつかり合いの場面で、何人かの女子は活発に発言していたが、実際はどうなのか？

視点２にからむ部分でディベートの部分をもっと強化すべきだと思った。授業をうまく展開さ

れていたが、ややもすれば押し付けになるので、フリートーキング的にさせた方がいいのでは

と思った。

意見：今回の授業で非常に危険だなあと思ったことがある。難民の写真を見て難民の子たちが楽しそ

うだと思った生徒がたくさんいたと思うが、それは難民の子たちが精神的に豊かであるという

ことで、物質的には不幸であるので、その部分がちょっとごっちゃになっていた。すなわち、

ピースパックを贈るという行動の部分とまずは難民の子供たちを理解するという流れは違うの

ではないかと思う。貧しいけれども幸せだというとらえではいけないのではないか。難民の子

供たちが不幸だということは思い込みであり、偏見だという考えも偏見だと思う。貧しいけれ
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ど、不幸ではないという結論づけではどうなのかと思う。

質問：討議の柱の２に関わって、グループで話し合う活動があったが、今日の授業で、班の関わり合

いはどうか？今回のグループ活動でも意見を出す子供が少なかったことから、仲間とのコミュ

ニケーションができなくなってきているのではないかと思う。そうした集団での関わり合いに

ついてどのように指導しているのか？

回答；この点が一番聞きたいところ。グループでの話し合いの訓練が作動していない。ピースパック

の中身についての話し合いは活発だったが、今日は沈みっぱなしだった。これからいろいろな

活動を通して、コミュニケーション作りをしていかなければならないと思う。女子の意見が活

発で男子は比較的おとなしいが、おもしろい意見を出す子供も何名かはいるのでそういった子

供を活かしていきたい。

質問：討議の柱の２に関わって、今回は感想用紙を通して、発言できない子供の意見を汲み取ってい

たが、発言できない子供の見とりをどうすればよいのか？

回答：道徳の時間で発言の多い子供が主になる授業ではいけないと思っていて、日常は書いてもらっ

て机間指導の中で褒めて、発表を示唆する。

＜助言者より＞
【藤原久則先生】

世界の人たちが不幸か幸せかの問題において、物がなければ不幸なのか？もともと物がないから

不幸と言えるのか？といったことは異文化理解の１つのキーワードではないか。そういったことを

子供たちと話し合っていく必要がある。異文化理解教育のポイントとして、出会いを大事にしてあ

げるということが大切である。一番危険な授業は、異文化理解を客観的にみたままで、自分の問題

と認識しないで、何かしなければならないけど、どうしたらいいだろうという間題意識のないまま

行なってしまう授業がある。それは物珍しさの授業であり、自分のものとしてとらえていない授業

は異文化理解の授業とは言えない。今回の授業はピースパックという題材としてはいい。生徒たち

がダイレクトに現地の子供たちとつなぐことができる題材である。今回は新しい授業の在り方であ

り、いい題材を取り入れた授業が展開されて、国際理解教育も少しずつ変わっていっているなあと

感じた。

【高尾稔先生】

授業者はかなり苦労したのではないか。なぜかというと、よく国際理解の授業では、国際理解と

いう項貝だからそのまま流しても国際理解につながるのではないか、関わるものを題材にしている

だけで国際理解の授業ではないかと思いがちだが、そうしないようにするために、今回の授業では

難民に関わるところをどうやって深く子供たちに考えさせていくのかといったことを悩まれたので

はないかと思った。授業者は社会科の側面からも勉強されていて、前時の授業はかなり活発に討議

されていたのではないかということが垣間見れた。先ほどから学習形態の話が出たが、発言を活発

にさせるには、より小さい集団にすることが効果的だが、今回の授業はあまり意見が活発に出なか

ったのは非常に残念だった。今回の授業で、もう一度贈り物を考えようという時に、子供たちは戸

惑ったが、その子供たちの悩みがあってどう考えていこうというきっかけになる授業だったのでは

ないか。きっかけづくりをしたということが大事である。話し合い活動は、学級の土台ができてい

ないとうまくいかない。
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（中学校特別活動）授業別分科会Ｉ分科会
助言者 戸松 栄 授業協力者 笹木 卓三

近藤 裕之 記録者 水野 秀哲

司会者 慶伊 吉夫 運営者 山内 正樹

授業者 福田 貴志

＜授業の様子＞
アフガニスタンの子ども達の姿をとおして、学校で学ぶ目

的を考えさせる授業。授業者の熱い意気込みが、授業全体を

支配していた。

授業は、アフガニスタンの子ども達が学校で学ぶ目的をランキングすることからはじまった。その

結果はすべての班で「夢・希望」が１位にランキングされた。中には１位のみを挙げ、２位３位に該

当するものはないとする班もあった。授業者がその理由を聞き、意見交流をはかる。

授業者自身が東京まで赴き、写真家長倉洋海氏へ直接インタビューしたビデオが大変強いインパク

トを与える。生徒はビデオを食い入るように見つめ、それまでの話し合い活動で交わされてきた意見

と異なる観点に触れていた。

＜分科会の様子＞
大変面白い授業だったというのが、大半の意見 「授業者の熱意が伝わってきて、時間も短く感じ。

られた 「視野を広げることのできる授業だった 「東京まで行ってビデオを用意するなど、その準」 」

備に敬意を表したい」等の意見が出ていた。

議論の中心は、授業のポイントでもある「学校で学ぶ目的」に焦点化された。

「日本とアフガニスタンでは生活や体制の基盤が異なる。アフガニスタンの子ども達と単純に比較で

きるものなのか 「与える資料が、生徒の思考をコントロールすることになるのではないか」」

「ランキングで１位になった“夢・希望”という、キーワードは生徒からでてきたものか、教師が与

えたものか、また後者であればその根拠は何か」

「 夢・希望”とは何に対する夢や希望なのか」“

「ランキングさせること自体の意味がすとんと落ちない。なぜランキングという手法なのか」

、 、 、これらの意見や質問に対し授業者からは 率直にアフガニスタンについて 何も教えていないこと

教材研究を行っていく中で、自分自身にもその深さや複雑さに迷いがでたこと、そこで長倉氏が伝え

る写真や生き様を伝えることで生徒個々に思考を促そうとしたこと、が述べられた。

特に、キーワードについては、生徒の考えを吸い上げ 「生活と進路」を参考にまとめた。多様な、

価値が出てきたが、キーワードとして適切であったかどうかは疑問が残るとのことだった。また、基

盤の違いを度外視し、比較することには意味がなかったとの課題も述べられた。

、最後に、助言者より
学級活動「進路学習」と国際理解を結びつけたことに、多くの示唆を与えてくれる授業であった。

学ぶことの理解－活動を通して子ども達に考えさせる。自分の考えをまとめて発表させる方法。本当

にそれがその子の気持ちを表しているのかの吟味が必要だった。進路指導に関しては 「正解のない、

問題・課題」を自分にどう生かしていくのか、授業を「点」として、それをどのように「線」として

結ぶのかを検討していかなくてはならない。将来の生き方を位置づけてやることが大切で、そう言う

意味ではそのきっかけになった授業であった。

世界の現実問題を教材にしていた。世界との結びつきを考える際には、五感を使って追究する授業

が望ましい。全体論で述べられる「共生の心」を育成する授業、人間形成能力育成の中核に触れる授

業であった。長倉氏の「生き方を探しているうちに自分のやりたいことが見つかった」ということを

伝える授業でも良かったのではないか。情報操作の危険性、恣意的な操作にならないような留意が必

要である。生きる目的・学ぶ目的を考える、調べる上でオープンエンドは良かった。
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（高校社会）授業別分科会Ｊ分科会

助言者 瀬戸 正 授業者 若杉 直哉

藤井 一志 運営者 奥田 泰朗

司会者 瀬川 裕司 記録者 佐渡 千恵

＜授業の様子＞

武修館高校は毎年北方領土返還弁論大会に出場する

ため特別授業を実施しているそうだ。また、ビザなし

訪問団にほぼ毎年参加できる環境から、島の様子やロ

シア人との交流を通して、国際交流と領土問題解決の

道を追求しているそうである。本時は、そのような背景を生かし、

北方領土問題を通して他者を尊重しながら主体的に課題解決する姿勢を育てる・

隣人としてのロシアを理解し、未来を希望あるものにしようと努力する・

北方領土問題において平和的に解決する方法を考える導入とする・

道東地域における身近な問題を自分との関わりの中で捉え、自ら調査したことから意見を述べること・

ができる

の４つを目標にして授業を行った。

授業の大まかな流れは、前段で実際に訪問体験をしてきた生徒が撮影してきたビデオを紹介し、その

生徒の思いをクラスに伝え、その後、北方領土をどのようにしていったらいいのか、班別で話し合い、

。出た意見とまとめた主張をワークシートに記入し、発表、その後意見を交流するというかたちであった

初めのうちは硬くなっていた生徒もだんだん意見を交換できるようになり、最後には色々な考え方が出

る活発な授業となった。

＜分科会における討議の柱＞

相互尊重の精神を芽生えさせるのに有効な授業であったか。☆

自国の立場もきちんと認識させるのに有効な授業であったか。☆

＜分科会における反省・意見交流より抜粋＞

【授業者より】

最初のビデオを見る部分では生徒に心のままを話すように助言してある。あの言葉は彼女（実際に北

方領土に行った生徒）が真剣に感じたこと。これを見ることによって、北方領土を見る眼が変わるので

はないかと期待していた。最初は１班のように「何が何でも返せ 「何とか返してもらう方法を考えよ」

う」という意見が多かったが、彼女の体験談を聞き、ビデオを見ることによって意見が変わってきたと

思う。ロシアの人達も普通に暮らしているのがビデオを通してわかったし、私が「前に島民が追い出さ

れたのと同じようにまたロシア人を追い出すのか」と言ってしまったことからもあのような意見が出た

のかもしれない。

前時までの授業の流れについては、まず最初に彼らにアンケートを取った。霧多布出身で、親が漁師

という生徒もいるのに北方領土について全く無知であったし 「どうでもいい」という意見もあった。そ、

、の後、班別に歴史を調査させた。こちらからは先入観を持たせたくなかったので条約名だけを与えたが

他は生徒が全て調べてきてレポートを作った。彼らはかなり深いことまで調べることができた。それか

ら模擬政府交渉をしたが、かなり白熱したものになった。その結果、気を遣いながら過ごしていた友人

関係に変化が表れてきた。やるたびに生徒の新しい発見と成長の跡が見られ、本当にやってよかったと
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思っている。世界史の授業では題材をあまり深く掘り下げることができないので議論も深くできなかっ

たが、今回は自ら調べるという作業を通していい議論をすることができた。国際理解教育に参加できて

よかった。

【参加者の意見】

・授業案を立てるのに苦労なさったと思う。地理などの中で北方領土が出てくるが、条約や日本政府の

立場の話、ロシアの立場の話をして終わってしまうが、ビザなし訪問団に行ってみて、実際肌で感じ

たことや、話してみて案外いいヤツらなんだと思ったことなどを授業で使って話をしていてうまいな

あと思った。

・北方領土は未整備の状態なので「日本が何とかしてあげないと、ロシアは金がない」というイメージ

が強くなりすぎて施しに近い気持ちになっていないか 「相互尊重」という意味では心配。。

、・相互尊重については「貧しい、困っているだろうから援助する」ということは日本人の感覚であって

ロシアの感覚ではないかもしれない。日本人は「日本の家の方がいい、道路も舗装されているほうが

いい」と思っているが、本当にそうなのか。相互尊重という面で考えると、北方領土は相手の立場が

尊重されていれば解決するものではないので難しいと思った。

・自分の領土について関心がないということは、他国の領土についても関心がない、単純に考えると無

関心さから、相手の領土を取り上げてもいいと考えてしまうかもしれないので、それが間違っている

ことを伝えている。そのような面から考えると、最後に男子の班から「あれはやっぱり日本の領土

だ」という意見が出たのはとてもよかったと思う。

＜助言者より＞

【瀬戸正先生】

若杉先生がおっしゃった通り、子ども達ひとりひとりをどんな方向性を持って育てるか、が大事。子

ども達は色々な発見をしている。その中で成長を感じていける。今日の授業を見て、発見･調査研究・行

動を通して、これから彼らがどんな行動をするのか楽しみである。

、国際理解教育の観点から言うと「相互理解教育」の観点、お互いを理解しようとすること。人間理解

文化理解、現実理解も関係してくるのだろうが、自己を知る、他者を知る、自分達の生きている地域に

ついて知るということも必要。海外に行って、日本についていかに知らないかということを感じたこと

がある。他者を知るために必要な自己理解の認識不足は、世界を知ることによって緩和されることもあ

るのではないか。

【藤井一志主事】

。生徒にどうだったか聞いてみたところ、もっと時間があったらもう少し話したかった、と言っていた

もうちょっと話したかった、という気持ちで終わったところで、次時への動機付けがなされ、どんどん

先の授業へと興味関心がつながっていくのではないかと思う。生徒はよく練習されていて、自分の考え

を班で相談してまとめて発表することに抵抗感なく取り組んでいることは、普段から取り組んでいる結

果だと思われる。話し合いの中で、相手の話を聞く姿勢や、自分の意見の主張だけでなく妥協する姿勢

など、まさに「相互尊重」の精神を身に付けさせていると思った。

生徒は領土問題の勉強をしているが、背景の経済について強い思いを持っているんだなとわかった。

ビデオを見て、貧困、日本のものが入り込んでいること、等に気づいている。しかし、本当に貧困なの

か？島民たち自身はそう思っているのか？客観的な資料は？領土の裏側にある経済の問題にも切り口と

して触れられると一層深い授業ができたかと思う。

進路関係の会議に参加させてもらうと、隣りの人と話せない生徒の話を聞く。指導されると言葉を返

せず３日後に退職する、という話を聞くと、今日のような、相手の意見を聞き、自分の意見を言う、と

。いう授業をやっていくと、コミュニケーションの能力を授業の中でも高めることができるのではと思う
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課題別分科会第1分科会
『学校における国際理解教育の計画と実践』

提言者 小川 宣子 司会者 櫻田 弘道

森 雅彦 記録者 土居 寛祥

中嶋 治代 運営者 吉田 英明

助言者 豊田 収

横山 裕充

＜討議の柱＞
子どもたちが「地球市民」としてグローバルな視点を育む授業作りのポイントはどうあるべきか。

提言1 『教科における国際理解教育の実践』

幕別町立札内南小学校 教諭 小川 宣子

一昨年度、国際理解教育十勝大会において 『世界に思いをはせる』ことと『自分とのかかわりを、

意識させる』ことに重点を置いて研究を行った。あえて国際理解の名の下に授業を作り上げることは

5せず、日常の教科で国際理解教育を行うことに主眼を置き研究を続けた。題材に選んだのは、小学

年の理科より大地の様子（１）である。ヒマラヤ山脈が隆起によってできたことを地図帳なども用い

。 、 、 。ながら学習 その後 毎日見上げている日高山脈も同様なことを知り 先に述べた 点に迫っていく2
教科指導の中で、教師が少しだけ視点を変えると、国際理解的な内容は数多く含まれている。それ

を横断的・継続的に行っていくことが大切ではないか。

提言２ 『学校教育における国際理解教育の計画と実践』

札幌市立平岸小学校 教諭 森 雅彦

国際理解教育の最も育てたい力である『コミュニケーション 『異文化理解 『共生の心』に迫る』 』

ために『英語活動』を課題とした学習を設定した。単元を「うらわざ・おばあちゃんの知恵を外国人

に伝えよう」としたのは、こちらからの一方的な発信ではなく、相手から話を『聞きだす』ことも重

要な学習要素になるからである。初めは自分たちの考えがうまく伝えられず悔しい思いをした子ども

たち。そこから新たな問題意識が生まれ、解決する意欲が高まっていくように感じられた。子どもた

ちの向上心と熱意が にも伝わり、互いが意欲的に活動できる相乗効果が生まれたことが、本学ALT
習の成果であった。

提言３ 『豊かな心を育む国際理解教育の実践』

釧路市立柏木小学校 教諭 中嶋 治代

柏木小学校では、この 年間国際理解教育に学校を挙げて取り組み、全教員が授業公開を行った。3
そのきっかけとなったには 年前から行っている『環境』というテーマの下の研究である。学校が10
春採湖畔にあること、 研修生の招聘や北海道教育大学釧路校留学生との交流、それらを有効にJICA
活用しようと熱意を持って計画・実践した教職員。さまざまな要素が前向きに働き、今日につながっ

た。外部との連携の継続や人材の掘り起しなど、今後の課題は残るが、子どもたちに「豊かな心」を

育んでいくことを期待しながら、さらに研修を積み重ねていきたいと思う。

＜話し合いから＞
質問 ：ずばり、グローバルな視点を育む 番のポイントは？1
提言者：①世界への想い②自分との関わり。この２点を意識して授業計画・実践すること。
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提言者：①子どもたちが自分で問題意識を持つ（必然性のある）教材を提供すること。②伝えるだけ

ではなく、相手との関わり（場に応じた適切なコミュニケーション）を大切に。

提言者：多様なものに触れさせること。①外国とつながりを持つ人とのネットワーク作り②自分たち

の学びと他者・他国との共通点を探る。違いを見つけるなど

質問 ：共通点や違いについて具体的な例があれば教えてください。

提言者：日高とヒマラヤの共通点だけではなく、風土などにも関心を広げると、違いにも目を向けさ

せることができたのだが。

参加者：小学４年の算数で『いろいろな国の算数』というのがある。発達段階を考え、小６で他国の

計算方法を試してみた。

参加者： 海岸ウォーク』を行い、落ちているごみに外国のものを見つける 『知る』ことからはじ『 。

めてみた。

質問 ：小学校での英語の位置づけはどうなっていますか？

参加者：森先生の提言には、英語をコミュニケーション手段として用いることと異文化理解が見事に

結びついているように感じた。総合的な学習の時間に行う英語教育・・・。

提言者：授業後「英語を習いたい！ 「笑顔で話すことが大切！」など子どもたちの声が。」

参加者： の先生が年に数回しか来てもらえないですし。ALT
提言者：我が校も１学年５回。そこで担任が自分で行う時間を含め年６時間で計画している。

提言者：札幌では、基本的に年３５時間で計画している。 の時期が未定のため、学習計画をいALT
くつかの に分けて実践し、フレキシブルに対応できるのが理想的。UNIT

質問 ：ところで皆さんの学校が国際理解教育に取り組んだきっかけなどを教えてください。

提言者：視点は『人』である。 や留学生などをきっかけとし、数人の先生が動き始める。やがJICA
て『そのきっかけを生かそう』という流れが学校全体に伝わった。

、 （ ） 。提言者：突然何か大きなことをするのではなく まずは自分のできるところ 教科など から始めた

「あれが国際理解の授業？」と言われる事も。

提言者： の研修生を呼ぶために、小学２年の担任３人で計画を作り始めた 『外国人と一緒に歌JICA 。

う！』と目標を定めてスタート。まだ学校全体には至らないが。

＜助言者より＞

（横山裕充釧路教育局指導主事） （豊田収乙部町立乙部中学校長）

各校での毎日の取り組み、計画と実践こそが 授業の面白さとは と 。FUNNY INTERESTING
ポイントではないか。紀要の３０ページにある 子どもたちの興味・関心を高めるために、よく考

６つの基本目標とそれぞれの教科計画をクロス えた基本目標の設定が大切である。

させるのが第１歩かもしれない。それら作業を 学習過程においては、たくさんの『戸惑い』を

３年程度の計画で行ってみては？ 経て、児童・生徒１人１人の考えが深まる。教育

とは 「人・金・もの」などといわれることがあ、

学校全体の国際理解教育計画が るが、人＝授業者の熱意や工夫がより重要になっ

出来上がってくる。 てくるであろう。

かえるを入れた水槽の水に火をかけると、いつ

の間にか死んでしまう。熱いお湯にかえるをいれ

ると、跳ねて逃げ出す。たとえ話だが、つねに情

教材の開発 教科の計画 報に敏感に、よりすばらしい国際理解教育を実践

していくことを期待する。

いつでも・どこでも・誰でも・

無理なくできる国際理解教育
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課題別分科会第２分科会
『国際交流や国際協力を通した国際教育の実践』

提言者 長谷川英昭 助言者 加賀 政治

草野 友子 川端香代子

梅津 和広 司会者 高木 司

松岡 伸之 記録者 伊藤 紳一

運営者 石原 和人

＜討議の柱＞

異文化との出会いからグローバルな視点をはぐくむ授業作りのポイントはどうあるべきか。

提言 姉妹都市交流を通した異文化理解1
苫小牧市沼ノ端中学校 教諭 長谷川 英昭

苫小牧市では 国際交流事業の一環として こども国際交流海外派遣 が行われている 長谷川教諭、 『 』 。

が姉妹都市交流のある中華人民共和国の秦皇島市に、平成 年 月４日から８日まで、市内の中学生16 8
１４名を引率して訪問したときの国際交流の様子が報告された。

心が通じ合えば 言葉が多少通じなくても何とかなると実感してきた しかし それ以上に中国の言、 。 、

葉や万国共通語の英語の大切さ、言葉の大切さを実感した。

また 自分たちの住んでいる苫小牧市についての知識不足 訪問国に対しての勉強不足を感じ 事前、 、 、

学習が大切であるという成果と課題が報告された。

提言２ 「出会い」を大切にした国際理解教育の取り組み

～３年生 総合的な学習 テーマ 「せかいを知ろう！」～

石狩氏紅葉山小学校 教諭 草野 友子

世界がもしも１００人の村だったら を参考に３年生の成長段階に合せてアレンジした 世界がも「 」 「

しも４４人の村だったら を実践の様子が報告された また その後にマラウィに青年海外協力隊とし」 。 、

ていっていた坂田蔵人さんをゲストティーチャーに迎えて授業をしてもらった後 セネガルの池田真由、

さんの紹介で現地の人たちと文通した実践も報告された。

成果として 世界がもしも１００人の村だったら を各学年の発達段階に合せて実践することの有効「 」

性やＪＩＣＡを活用することの可能性について報告された 課題としては セネガルの人たちの手紙に。 、

書かれている 援助・支援 を求める文面をどう受け止めていくかが大きな課題であることが報告され「 」

た。
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提言３ 地域と共に広げる国際理解教育を目指して

浜中町立茶内第一小学校 教頭 梅津 和広

（１） ＪＩＣＡの研修員や釧路在住の外国人を招いて、小・中・高校生が楽しく交流する「メッセー

ジｔｏくしろ」について

（２） 市民を対象にした国際理解講座

（３） 「フォスタープラン （発展途上国の子供たちを支援しているＮＰＯの活動）を通じた国際理解」

教育の実践

（４） 市民団体「国際交流ボランティアの会」と連携して外国の方々と交流を広げたり各学校のニー

ズに応じた国際交流に関する情報や人材を紹介したりしている。

以上４項目について報告があった。

年代ごとに求めている交流のあり方を探り 有意義な交流を企画していく必要があること 社会教育、 。

と融合し 地域の中で活動を展開していくことで国際理解社会での生き方への意識を高めていくことに、

つながることなども報告された。

提言４ ＭＴＰ事業を活用した国際理解教育

釧路市立景雲中学校 教諭 松岡 伸之

ＭＴＰ マスターティチャープロジェクト 事業は 日本の先生がアメリカへ訪問したりアメリカの（ ） 、

先生が日本を訪問したりして相手の教育の特色を知る事業である。

日本とアメリカ双方の児童生徒が 特に理科の分野を中心として学習を深め合ったりインターネット、

等を通してさまざまな情報を交流し合ったりしてお互いの理解を深める実践をしてきた。

アメリカのパートナーが４週間にわたる訪問により ある程度の子供たちにとってＡＥＴと異なる交、

流ができたが無関心な子供もいるという課題も報告された。

＜話し合いから＞

討議の柱を 異文化との出会いからグローバルな視点をはぐくむ授業作りのポイントはどうあるべき『

か とし 話し合いを進めていった 討議の柱について 活発な意見交換がなされ 子供たちを変える』 、 。 、 、

ための国際理解教育はどうあるべきかという視点からの意見がたくさん交流された また 今なぜグロ。 、

ーバルでなければならいかという意見が出るなど 普段から国際交流を生かした授業作りについて考え、

ている先生たちの意見交流の場になっていった。

また 函館市の学校のロシアとの交流の様子が紹介されたり助言者からも小樽市のナホトカやダニー、

デンとの交流の様子も紹介されたりと それぞれの地域で行われている国際交流の様子も意見交流の中、

で紹介されていた。

助言者からは各地の交流の様子がわかり 今後の各地での国際交流に生かしていくことへの期待と今、

後、国際交流を学校教育の中で生かしていくことへの注意点などを助言していただいた。
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課題別分科会第３分科会Ａ
『国際理解教育におけるコミュニケーション能力の育成』

提言者 田川 満男 司会者 笹木 卓三

大久保奈生 記録者 橋間 智之

加世田一憲 運営者 青山 孝博

助言者 今泉 勁介

小澤 一記

「外国人とふれあうコミュニケーション能力の向上」提言1

北見市立東相内小学校 教諭 田川 満男

「国際理解教育におけるコミュニケーション能力の育成」提言２

苫小牧市立明野小学校 教諭 大久保 奈生子

「小学校における英語活動の取り組み」提言３

札幌市立常磐中学校 教諭 加世田 一憲

◇分科会は、参加者３０名ほどの中で、３名の提言発表より始まった。司会の笹木教頭先生の軽快な

進行により、和やかな雰囲気の中で意見交流が行われた。本分科会では国際理解教育の実践におい

て、今まさに注目されている「小学校の英語活動」のあり方について率直な意見交流が行われた。

その主な内容について報告したい。

田川先生からは、まず前任校での実践を報告された。複式学級の３、４年生が外国人とふれあい交

流する「ともだちになろう」では、ＡＬＴの方との初めての出会いの場面として、挨拶を中心とした

、 。 、 。会話の活動や自己紹介 ゲームなどの交流活動を実施した まずは 日本語で考え英語に訳して練習

当日は、ゲーム感覚で会話を楽しんだ 「英語でクッキング」では、ニュージーランドの料理作りに。

挑戦し、英語で料理を紹介したり、コミュニケーションタイムでよりふれ合いを深めた。

さらに、現任校では、北見工大の留学生との交流を実施している。自校における国際理解教育のね

らいから、１～６年生までの縦割りグループとして活動した。７カ国からの留学生との異文化交流に

よってコミュニケーション能力の向上に取り組んだ。

大久保先生からは 「コミュニケーション能力、表現力の育成」に焦点を当てた、担任が行う英語、

活動としての実践である 「明野ランド」という学校の行事において、その内容を英語で説明できた。

らいいなという願いから、総合として１３時間、英語活動として１０時間、単元構成全体としては２

４時間として実施した。

お店を４つ、その店で必要な英語は、グループを中心に書き出し見たが難しいところもあるので、

担任が整理し、簡単なダイアログを用意した。練習を繰り返し、リハーサルに取り組む。すべて英語

を使うようにした 「もっと英語を勉強したい」という子どもの声が上がった。。

。 、加世田先生中学校の英語教師が小学校で英語の授業を実践した ワンショットの授業ではあったが

中学校の英語の授業にふれるところから始めた。言葉を使う必然性から会話を楽しんだ。

○中学校の英語にふれ、自分でも何とかできるという自信を得る

○英語にふれ、楽しさを知る

○自分なりの目標を設定し、乗り越えようとする

○仲間と力を合わせて課題を乗り越えよう

・ゲームを用いて楽しく、めあてを設定し、その達成をめざす
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・ Ｗｈａｔ ａｍ Ｉ？ ゲームによるグループワーク" "
望ましい態度として、性格で偏見のない知識を身につけることと、多様な言語・文化を持つ人と

接する際の技能を身につけることとしている。

◇質問や意見交流の主なものは、次のとおりである。

○英語のコミュニケーション能力の育成としては、必然的に会話重視となる。ペアワークやインタ

ビュー・アクティビティなどの学習形態がある。

○オールイングリッシュの授業では子どもたちが会話に集中する。

○英語活動も、多いと飽きが来る様子も見受けられる。

○小学校で、英語が嫌いにならないための工夫は 「やりたい 「楽しい」というところから学習。 」

を始めたい。

、 。○小学校に対して 逆に中学校に対してそれぞれがどんな英語活動を期待するのか互いに知りたい

○言葉によるコミュニケーションを通して、偏見をなくし、同じ人間であるという感覚を育ててい

きたい。違いを乗り越え、異文化の人たちとも交流できる子どもを育てていきたい。

○英語の必要性について、本当に必要なのか、また、いくつから学習するとよいのだろうか。

○研究も３年間になり、英語活動のあり方についてもそろそろ結論を出していきたい 「英語」が。

「国際理解教育」なのか 「国際理解教育」としての「英語」なのか、しっかりと問い直すこと、

が必要だ 「英語」を一生懸命に教えることでよいのか。また、今後うまく教えていけるのだろ。

うか。

○英語活動における教材開発は重要であり、かつ難しい 「英語のうた 「マザーグース 「エイゴ。 」 」

リアン」など文化を伝えながら活動できるよい教材ではないか。

○今後は担任＋教科担任による映画活動が必要か。

◇まとめとして、助言者の方からの話をいくつか要点を整理してお伝えする。

〈小澤 指導主事〉

①英語活動だけが独立してしまわないように交流や調べ学習といった活動とともに国際理解教育と

なる

②英語活動のねらい（小学校）

・身の回りのものから慣れ親しませることで外国のことなどに興味を持つ

・言語習得だけでなく、自己表現の力をつけさせたい。

・学校の行事、交流を通して国際感覚を育む

・生活文化をもっと比べてみたい

・子どもと一緒に楽しむ、学ぶ活動であってほしい

・外国の人とも臆さないで伝えようとする態度ができればよい

③指導計画作成の要素

子どもの遊び、身近なもの、地域の特性から ばかりでなく外国へ行ったことのある人、英ALT
語の堪能な方

・教科との関連

○じっくりと子どもと関わる英語活動に

〈今泉 校長先生〉

小学校の授業分科会でも、ＡＬＴの活用、ＡＬＴと担任との関わり合いなど大変有意義な時間だっ

た。

今、我々がやるべき国際理解教育のアウトラインがつかめてきているのではないか。国際理解教育

におけるコミュニケーション能力の育成からも英語は勧められるべきだろう。小学校からしっかりと

した英語教育を進める必要があるだろう。

基本として、現行の指導要領によるところであるが、すでに移行期・過渡期に入っているのではな

いだろうか。ＡＬＴのかたの話を紹介したい。文字のわからない小さな子どもの頃、母親によく絵本

を読んでもらったが、そこには文字も書いてあった。そこから文字に対する興味が沸いてもくる。

英語に関する指導力よりも、むしろ新しいことにチャレンジする精神が大切なときだろう。
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課題別分科会第３分科会Ｂ
『外国語活動を通して

コミュニケーション能力を育む国際理解教育の実践』
提言者 木村 紳一 司会者 石塚 信彦

鳴海 厚 記録者 倉崎 隆浩

助言者 本間 武 運営者 箭内 浩之

針ヶ谷一義

＜討議の柱＞

なぜ英語活動なのか？

世界の窓口としての英語活動

国際理解教育の道具としての英語活動。英語を通して異文化に触れる。

外国人との関わり…言葉をかけ合う （共生）。

英語に対する抵抗を少なくする。

外国人とのふれあいのかべを低くする。

相互理解の基盤

○なぜ音声中心？

低学年ほど発音がよい。

知らない→聞いたことをそのまま声に出す。

（音声しか手がかりがない ）。

↓

集中して聞き、声に出す。 （※８歳までに言語能力が育つという説もある ）。

・文字は負担にならないように。

・子供のニーズにも合わせて。

・カタカナは使わない。 ※聞いたことをメモするということはないこともない。

･･･様々な学校の行事ＡＬＴとの出会いが、異文化との出会い

【地球市民】

担任とＡＬＴのかかわり…進め方を打ち合わせて授業を展開する。

（担任が授業を流す ）。

ＡＬＴ・ ・ ・キーセンテンスを短く （やりながら理解していく ）。 。

１対１の場面をつくる 「言ってみる」ことを大切に。

一方通行ではなく双方向で
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知っている人たちだけでなく、知らない人にもかかわるように。

ＯＡＬＴからは言語だけではなくイメージの違いや仕草など、日本との違いを学ぶこともできる。

(例) クリスマスというと、日本ではケーキやプレゼントが思い浮かぶが、欧米で「飴」のイメー

ジもあるという。

＜英語活動のメメリットと今後の課題＞

【メリット】

・伝えることの喜び （伝え合う）。

・高い子供の関心→他の教育活動への意欲、表現力

・英語だから言える表現もある。

・国際感覚を培う。

・ＡＬＴ（日本人でもよい）の表現や仕草から異文化を知る。

・コミュニケーション能力の育成。

【今後の課題】

・英語活動の必然性

学校での英語活動は、英会話教室ではないので学校だからできることを考えていく。

逆に、国際理解教育から離れ、英語活動が一人歩きしないようにしていかなければならない。

・ＡＬＴの協力を得る場合は、担任とどれだけ内容をつめていくことができるか。

・世界の１／３は英語が公用語。日本でも英語にふれる機会は多くなるので、子供がアレルギーを起

こさないように、力をつけていくことが必要 （英語嫌いを作らない ）。 。

・全校で取り組んでいけるのか。一部の教員が取り組んでも不十分。条件を踏まえて、どのように取

り組んでいくかを、指導計画を立てて実践していく。また、子供が親しむには、教師が親しんでいる

必要がある。

・指導要領、教科書、指導力をどうしていくのか。

・将来的に、もし英語が教科として小学校に入ってもあわてない準備をしていかなくてはならない。

（留意点）

・中学校の前倒しではない。

・体験主体

・ＴＴの役割、内容の打ち合わせを十分に行う。

・表現（言語）活動を多く取り入れる。

・外国語で自分の考えが通じた、相手の要求に応えることができたという喜びから子供が積極的に参

加できるようにしていく。

・意識したいこと

音声、子供のしたいこと、身近なもの、基本的で応用の利くもの、

既知の学習のものでも発見のあるもの、表現・身振り、発達段階
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８月に京都で行われました全国海外子女教育・国際理解教育研究協議大会に北海道国際理解教育研

究協議会から池田事務局長と中村研究部長が参加しました。１０月１４日の釧路大会に合わせて行わ

れました理事会総会で，中村研究部長からその報告がありましたので 「会報」の紙面をかりて会員の，

皆様にご報告致します 、全国大会のシンポジュームで，旭川市立東陽中学校教諭小林直樹先生が提言。

をしたこともその資料と共に報告されました。

以下，中村研究部長の全国大会（京都大会）参加報告です。

京都大会に参加して
北海道国際理解教育研究協議会研究部部長

札幌市立駒岡小学校 中村 淳

第３１回全国海外子女教育・国際理解教育研究協議大会が８月２日(月)３日(火)の２日間にわたっ

て京都で開催された。この大会について報告したい。

１， 研究主題

世界と子どもをひらき，つなぐ教育をめざして
―地球時代の共生をめざした新たな学びづくり―

京都大会の願い

２１世紀の地球時代を迎え，学校改革が強く求められている今日，国際理解教育のめざす理念は，

ますます意味のあるメッセージとなっている。また，我々の３０年間の歩みが日本の教育に与えた影

響は計り知れないものがある。

地球時代の共生教育の充実にむけて，更なる学校を改革が求められて今日において，我々は学校そ

して教室を世界に「ひらく」ことで，世界の人々とのネットワークを作るとともに，心を「つなぐ」

学びの創造を目指さなければなければならない。

そのために，全国の実践者のネットワークを作るとともに，外部専門団体や行政機関と提携をしな

がら，国際理解教育の質を高めていかなければならない。

２，日 程

午 前 の 内 容 午 後 の 内 容

実践事例発表会 シンポジューム１日目

｢世界と子供をひらき，つなぐ教育をめざして｣・第１分科会

２日(月) 海外教育など 提言者

・第２分科会 ・丸山 一則(兵庫県・兎塚小)

帰国･外国人児童生徒の教育など ・小林 直樹(北海道・旭川東陽中)

・第３分科会 ・小島 勝(龍谷大学)

国際理解教育(小学校・中学校)

・第４分科会

英語･多文化・海外教育(司会･中村)

テーマ別分科会 トーキングテーブル２日目

・第１分科会 ○海外子女教育への道

３日(火) 子供たちの今 ○国際理解教育メディアネットワークに
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・第２分科会 おけるメディアの可能性と、世界教育メ

子供たちと「ことば」の学び ディアネットワークづくり

・第３分科会

学校教育をひらき，つなぐ国際理解教育の視点

・第４分科会

世界・地域とつなぐ学びの国際教育

今大会は，全海研本部が主催し全国大会を東西で交互に開催するようになってから「西日本」が始,
めて開催する大会となった。全海研をリードしてきた関西での開催でもあり内容そして運営などにつ

いても注目された。

今回の大会を通じて感じたことは，全国大会を通して，国際理解教育の質を高めていこうという試

みと，全国そして世界に広がる実践者とのネットワークづくりなど会の組織の再編を通して国際理解

教育の活性化を図ろうとする試みである。

そのため，従来の分科会別の発表にとどまらず 「実践事例発表会」ともに「テーマ別分科会」を開，

催するとともに，運営においても発表の時間だけではなく，実践者の意見交流の時間をとることで，

成果を全国に発信することをめざした。

， ， 「 」 ，また シンポジュームには 昨年度旭川大会で授業を公開した小林氏 旭川市立東陽中教諭 など

地方の優れた実践者がこの大会を通して全国に紹介された。

このように 「国際理解教育」の理念が認知された現在において，国際理解教育を紹介する大会では，

なく，国際理解教育を通して「教育の質」を高めていくという「学びの質」そのものを問う大会へと

変容していると考える。

３，本大会から学ぶこと

（１）大会運営について

本大会の運営の理念はどう「参加型」の大会を作るか，そして，実践者の「学びの場」を提供する

かという２点だったと思う。確かに 「授業公開」がなく子供の姿での研究協議がない点は残念ではあ，

るが，子供達の未来を考えていくために我々実践者が何をすべきなのかその土俵をこの大会を通して

提供していこうという姿勢は学ばなければならない。

そのため，分科会などでは，発表などの予定時間をすべて事前に周知しておくことで，参加者が興

味のある発表そして討論に参加できるようした｡また大会の閉会の前に，運営者が分科会などの「大会

報告」を行うなど，大会の成果を参加者ともに共有しようと試みがされていた。これらのことは，大

会運営の参考になると考える。

(２)小学校英語活動について

「英語活動」が本大会の中で実践報告がされるようになり五年以上になるが，交流を通して 「英語，

活動」が小学校の教育活動の中で着実に実践されるとともにますます現場からカリキュラム作りの要

求が高まっていくという現状分析がされた。

また，我々は「英語を通して，国際理解教育の実践」をしていくのであり 「英語教育」の一環とし，

て「小学校英語活動」の実践をすすめていくことではないということが共通理解されたといえる。

そこで，課題になるのは，国際理解教育のねらいと「言語活動の英語」が一体となった英語活動の

教材化の試みである。 これについては，文部科学省の動きともあいまってますます重要になると考え

る。

（３）北海道から発信をめざす

全国大会に参加し，実践を発表するたびに全国にみんなから賞賛されることは 「めざす子供の姿」，

をしっかりともち「授業を通して」実践している北海道である。道大会の授業者を全国大会に招聘す

るなど，全海研においては，実践者のネットワークづくりの要として注目している。

その意味からも，この我々の実践を全国に発信し，北海道が国際理解教育をリードするのだという

気概をもって実践を進めなければならないと考える。
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毎年、北海道から在外教育施設（日本人学校や補習授業校）に２０名ほどの先生方が派遣されてい
ます。そして毎年任期を終えられた先生方が帰国しています。その先生方の帰国報告会と派遣研修会
を開催します。
今回は、平成１６年の３月末に帰国された先生方に現地での教育実践や日本と違った生活面でのご

苦労等を報告をしていただきながら、研修と交流を深めていただきます。そして引き続き、平成１７
年度に派遣予定の先生方の研修会を行います。
この帰国報告会、研修会は、決して帰国教員・派遣教員だけの研修会ではありません。海外で暮ら

した先生方の生の声が聞ける機会ですので、在外教育施設への派遣を希望されている方、または海外
の生活のことや教育のことについて興味・関心をもっているという方々にも是非参加していただきた
いと思います。各地区でも同じような報告会や研修会が行われているところもありますが、全道から
派遣された先生方が集まりますので、いろいろな地域の情報が聞ける機会でもあります。実施要項は
下記の通りです。この会報は全道の会員に配付されていますが、お知り合いの先生方にもお知らせ頂
いてお誘い合わせの上ご参加いただければと思います。

記

平成１６年度

帰国教員報告会及び派遣教員研修会

１．主 催 北海道国際理解教育研究協議会
２．後 援 北海道教育委員会
３．対象者 平成１６年度在外教育施設帰国教員

平成１７年度在外教育施設派遣教員
北海道国際理解教育研究協議会会員
派遣教員の家族
海外日本人学校、補習授業校及び海外事情に興味・関心のある方

４．日 時 平成１７年１月７日（金）
１３：００～１７：００（１８：００から激励会あり）

５．場 所 ホテル札幌会館
札幌市北区北１７条西４丁目 ０１１－７２６－１３４１5

６．日 程
12:30 13:00 13:35 15:25 17:00 18:00

受 開 【全体会】 移 【帰国報告会】 【派遣地域別研修会】 閉 【激励会】
会 ・講話 ・現地での実践 ・現地での生活 会 ・挨 拶

付 式 動 ・協議・交流 ・協議・交流 式 ・スピーチ

13:15 13:45 15:35 17:20
※なお、帰国報告会で報告をしてくださる先生方、また１７年度派遣予定の先生方への参加のお願い
については、後日各地区の会長または事務局長より直接ご本人に連絡がいく予定になっております。

激励会参加希望の方は、事前に連絡を下さい。（１２月２４日締め切り）
連絡先
北海道国際理解教育研究協議会 事務局次長 後藤 宏（札幌市立南の沢小学校長）

電話０１１－５７１－１０９６ ＦＡＸ０１１－５７１－２７６９




